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てこのしくみと
学習過程 種子の発芽と成長 流れる水のはたらき もののとけかたはたらき

１ ○発芽や成長に必要 ○川モデルに水を流 ○てこで物体を持ち ○食塩やミョウバン

つかむ な条件を、生活経 したときに起こる 上げる操作活動を が水に溶ける様子

験や既有の知識の 変化と、それにか 行い、支点・力点 を観察し、たくさ

中から見付ける。 かわる要因を、演 ・作用点の位置と、 ん溶かすための要

示実験の直接観察 力の大きさの変化 因として、水の量

から見付ける。 との定性的な特徴 と温度を挙げる。

をつかむ。

２ 定 性 的 な 追 究 定 量 的 な 追 究
追究する

①種子の発芽に必要 ○流速と水量に着目 ①支点・力点・作用 ①水の温度は変えず、

な条件として水、 し、流速を要因と 点を変えずに、お 水の量を増やすこ

空気、温度に着目 して調べるときに もりの重さだけを とによって、食塩

し、調べたい条件 は水量を変えない 変え、つり合いの やミョウバンが水

以外の条件はそろ 等の制御をして追 条件を見付ける。 に溶ける量がどの

える必要があるこ 究する。 ②支点・作用点を変 ように変化するの

とを知り、追究す ※「運ぶ」「積もらせ えずに力点の位置 かを調べる。

る。 る」については、 だけを変え、力の ②水の量は変えず、

②植物の成長に必要 水が流れる途中で 大きさの変化のき 水の温度だけを上

な条件として光と 土が削られて土の まりを見付ける。 げて、食塩やミョ

肥料に着目し、調 量が増えないよう ③支点を変えずに、 ウバンが水に溶け

べたい条件以外の に工夫する。 おもりの重さと位 る量がどのように

条件をそろえて追 置を変えて、つり 変化するのかを調

究する。 合いのきまりを数 べる。

量的に導き出す。

３ ※事象の変化と、計画的に制御した要因との関係を表やグラフでまとめ、規則性や法則性を導き出す。

まとめる
①種子の発芽の条件 流れる水のはたらきと原因 ②力点の位置と力の大きさ ①水の量と溶ける量

水 空気 温度 光 結果 けずる 運 ぶ 積もらせる 力点の位置 1 2 3 4 5 6 水の量 食 塩 ミョウバン

Ａ ○ ○ ○ ○ ○ 速 力の大きさ(g) 50ml

Ｂ × ○ ○ ○ × さ 70ml

Ｃ ○ × ○ ○ × 水 ③つり合いのきまり

Ｄ ○ ○ × ○ × 量 左 右 ②水の温度と溶ける量（表を経て作成）

Ｅ ○ ○ ○ × ○ おもりの数 距離 おもりの数 距離 (g) (g)

実際の川に見られる流れる水のはたらき 溶 食塩 溶 ミョウバン

②成長の条件 けずる 運 ぶ 積もらせる け け

水 肥料 光 結果 上流 る る

Ａ ○ ○ ○ ◎ 中流 量 量

Ｂ ○ × ○ ○ 下流

Ｃ ○ ○ × × 温度(℃) 温度(℃)

４ ○水耕栽培や稲作を ○自然災害から「友 ○上皿てんびんの使 ○食塩とミョウバン

高める 例に調べ、学習し 達の家」を守る方 い方の習得や、て の、形の整った大

振り返る たことが実生活で 法を考え、実際に こを利用した身の きな結晶を取り出

つなげる 役立てられている 試してみることで、 回りの道具につい す方法を考え、実

ことを実感する。 実生活とのかかわ て調べることで、 際に取り出すこと

りを実感する。 実生活とのかかわ で、実生活とのか

りを実感する。 かわりを実感する。


